
「セリ」の定植から栽培管理について学びました

ぜひご利用
ください

訂正とお詫び 広報美郷令和３年９月号２２ページに掲載した「生薬の里 美郷」で薬樹名に誤りがありました。次のとおり訂正し、深くお詫び
申し上げます。　（誤）ナツメグ　（正）ナツグミ

　日本で花火が作られたのは、天文12年（1543年）の鉄砲伝来以降であり、最初に花火を見た日
本人は、江戸幕府の初代将軍徳川家康といわれています。慶長16年（1611年）から元和2年（1616
年）に書かれた駿府政事録に、中国の花火師が夜花火を見せたと記されています。その後、18世紀
後半には木筒と呼ばれる花火の打ち上げ筒の原型ができあがっています。指定された煙火打揚用
筒は、千屋村の花火師であった煙山宇之吉（1861年～1912年）により作られた煙火筒2本です。筒
の長さは、それぞれ1.8メートル、3.6メートルを測ります。煙山氏は、村で最も優れた煙火師で、大曲
の花火に使用するため、自ら球と煙火筒を製作し、荷車で運んだといわれています。

　今月は、昭和53年に有形民俗文化財として指定
した「煙火打揚用筒」をご紹介します。

美 郷 町 の 歴 史 と 文 化 を た ど る
文 化 財

探 訪
N o . 1 4

煙火打揚用筒
えん か うち あげ よう つつ

煙火打揚用筒について煙火打揚用筒について

煙火打揚用筒煙火打揚用筒

問●町農政課　農業振興班　☎0187（84）4908

　９月７日に開催したセリの栽培勉強会に５名が参
加しました。農事組合法人本堂城回理事の杉澤隆
一氏を講師に招き、種セリの調整作業から栽培管
理について学びました。参加者からは、病害虫対
策や肥料に関する質問が寄せられました。

第５回美郷ブランド作物栽培勉強会
は「セリ」の予定です。詳細は広報美
郷令和３年１１月号でお知らせします。

美郷ブランド作物栽培勉強会
―  M I S A T O  B R A N D  F A R M  P R O D U C T S  ―

学友館
だより
問●美郷町学友館
☎0187（84）4920
（図書館直通）

学友館
だより
問●美郷町学友館
☎0187（84）4920
（図書館直通） BO

OK

　学友館では、「心に残った本の紹介コンクール」で応募していただいた全作品
を期間限定で展示します。応募作品は合わせて727点でした。たくさんのご応募
ありがとうございました。さまざまな年代の応募者による紹介を見
て、友だちの紹介文を読んで、新しい本に出会ってみませんか？
ぜひ足をお運びください。ご来館お待ちしています。
期　　間●10月６日㈬～10月16日㈯
開館時間●午前８時30分～午後５時15分
　　　　　※月曜日は休館日です。

ご来館
お待ちして
います
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問い合わせ●図書館 ☎0187（84）4920

新刊図書のご案内
学友館から

「茗荷（みょうが）」
坂本 和子さん（六郷）
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アガワ流生きるピント  
九十八歳。戦いやまず日は暮れず  
イナバさんと雨ふりの町
おまく 

西條 奈加（著）
阿川 佐和子（著）
佐藤 愛子（著）

野見山 響子（文絵）
柳田 国男（原作）、京極 夏彦（文）

ポプ担（著）
奥野 修司（著）

ヤマザキ マリ（著）
加藤 亜由子（著）
水谷 妙子（著）

伊藤 純（著）、百崎 満晴（著）

北村 良子（監修）
朝井 まかて（著）
海堂 尊（著）
柏葉 幸子（著）

青森の八戸にある小さな本屋さんの猫がかわいいポップの本 

死者の告白  
ヤマザキマリの世界逍遥録
お一人さま逃亡温泉
無印良品ではじめる新しい習慣
花のあとさき  
子どもはできても大人はできない!?まちがいさがし 
 
白光
医学のつばさ  
亜ノ国ヘ
世界のふしぎ断面図鑑 
SDGsでわかる今ない仕事図鑑ハイパー  
かずさんの手
ふしぎ町のふしぎレストラン 4 
みんなのためいき図鑑

リチャード・プラット（文)
澤井 智毅（監修)
佐和 みずえ（作)
三田村 信行（作)
村上 しいこ（作)

すやすやおやすみ
どうぶつ勝負(かちまけ)はっけよい!
眠り猫
そらまめくんのまいにちはたからもの
かうかうからす  

石津 ちひろ(ぶん)
大橋 慶子(作)
宝井 琴調(文)

なかや みわ(さく)
ほそい さつき(作・絵)

文芸美郷
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俳 句川 柳

　作品には読み仮名をおふりいただき、応募される方のお名前、住所、電話番号を明記のうえ、
10月8日㈮までご応募ください（子どもたちからの作品等も受け付けていますので、ぜひご応募く
ださい）。なお、応募は1点とし、応募者多数の場合は掲載できないことがあります。また、内容が広
報掲載上好ましくない作品については掲載しません。
応募先●町総務課、六郷出張所、仙南出張所
　　　　町のメール　info@town.misato.akita.jp

作品（短歌・俳句・川柳・イラストなど）を募集します
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訂正と
お詫び

広報美郷令和３年９月号２３ページに掲載した「文芸美郷」の作品の中で、一部誤りがありました。次のとおり訂正し、深くお詫び申し上げます。
・髙橋 茂子さん（塚）の短歌　　（誤） 東に連なる山は緑増し裾野に静かな泉立ち並ぶ
　　　　　　　　　　　　　　（正） 東に連なる山は緑増し裾野に静かな家立ち並ぶ

ひんがし

ひんがし
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